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特集２

●
平
和
学
習
の
見
学
は
無
料

県
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
、
盲
・
聾
学
校
及
び

養
護
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
平
和
学
習
で
館
内
を
見

学
す
る
場
合
、
観
覧
料
を
免
除
し
て
い
ま
す
。

●
施
設
の
使
用
料
を
免
除

会
議
室
・
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
場
合
は
、「
使
用

料
減
免
申
請
書
」
を
提
出
す
る
と
、
使
用
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
事
前
に
調
整
が
必
要
で
す
）。

会
議
室
や
ホ
ー
ル
で
は
、
職
員
に
よ
る
展
示
解
説

や
ビ
デ
オ
に
よ
る
平
和
学
習
な
ど
が
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他
の
学
習
サ
ポ
ー
ト

・
見
学
前
に
、
沖
縄
戦
の
概
要
や
展
示
の
解
説
を
行

い
ま
す
。

・
展
示
室
と
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
図
書
室
）
を
利

用
し
て
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
な
ど
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
充
実
！

二
階
常
設
展
示
室
の
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
日
本

語
・
英
語
）
に
、
さ
ら
に
三
カ
国
語
（
中
国
語
・
韓

国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
）
を
追
加
し
、
世
界
へ
平
和
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

戦
後
五
十
九
年
が
経
過
し
た
今
、
沖
縄

戦
の
歴
史
的
教
訓
を
正
し
く
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
当
館
で
は
、
学

校
及
び
地
域
に
お
け
る
平
和
学
習
支
援
活

動
の
中
核
と
な
る
人
材
を
確
保
す
る
た

め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

今
年
六
月
に
募
集
し
た
講
座
に
は
六
十

三
人
の
応
募
が
あ
り
、
現
在
三
十
二
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講
中
で
す
。

次
年
度
も
、
引
き
続
き
講
座
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら

活
動
を
行
い
ま
す
！

県
内
の
児
童
・
生
徒
た
ち

に
、
沖
縄
戦
や
命
の
尊
さ
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
、

当
館
で
は
平
和
学
習
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
単
に
沖
縄
戦
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
歴
史
や
基
地
の
現
状
、
戦

後
史
等
沖
縄
の
こ
と
が
総
体
的
に
修
得

で
き
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
私
が
探
し
て
い

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
と
胸
が
弾
み

ま
し
た
。

悔
い
の
な
い
生
き
方
を
す
る
た
め
に

も
、精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
波
連
　
本
紀
さ
ん
（
六
十
一
歳
）

●
講
座
参
加
者
の
声

ガマを見学するボランティア
養成講座の受講者

沖縄県平和祈念資料館は、昭和50年に糸満市摩文仁に建設されました。

平成12年４月、新資料館を建設し、現在も沖縄から平和の心を発信す

る場として利用されています。

ここでは、平和祈念資料館の事業について広く紹介していきます。
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平
和
祈
念
資
料
館
で
は
、
開
館
以
来
こ
れ
ま

で
多
く
の
方
々
か
ら
資
料
を
寄
贈
・
寄
託
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
戦
時

体
制
下
の
く
ら
し
や
沖
縄
戦
の
遺
留
品
、
さ
ら

に
米
国
統
治
下
の
沖
縄
に
関
す
る
も
の
な
ど
、

本
県
の
苦
難
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
も
の
で

す
。
当
館
で
は
、
資
料
を
寄
贈
・
寄
託
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
へ
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
回
、

そ
の
資
料
を
広
く
一
般
公
開
し
ま
す
。

■日　時：平成17年２月13日（日）

午後４時から午後５時まで

（人権のうたコンテスト終了後）

■場　所：平和祈念資料館屋外広場

■入場料：無　料

■日　時：平成17年２月13日（日）
午後１時から午後４時まで

■場　所：平和祈念資料館平和祈念ホール
■特別ゲスト：ストリートダンスチーム

「大化の改新」「BUMRUSH」（予定）
■入場料：無　料

※整理券250枚を発行します。入場希望の方は、往復
ハガキでお申し込みください（１月28日必着）。応募
多数の場合は抽選を行います。

■期　間：平成16年12月４日（土）から
平成17年１月15日（土）まで

■時　間：午前９時から午後５時まで
■場　所：平和祈念資料館１階

ひろば・ゆいま～る
■入場料：無　料
※月曜日は休館

戦
後
五
十
九
年
が
経
ち
、
戦

争
を
知
ら
な
い
戦
後
世
代
へ
悲

惨
な
戦
争
の
教
訓
を
語
り
継
い

で
い
く
た
め
に
は
、
戦
争
や
戦

中
・
戦
後
の
生
活
を
語
る
資
料

等
が
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
資
料
を
お
持
ち

の
方
は
、
ぜ
ひ
、
資
料
提
供
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
料
提
供
の
お
願
い

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
年
）
の

「
癩
予
防
ニ
関
ス
ル
件
」
の
制
定
に

よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
強
制
隔

離
さ
れ
た
こ
と
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
及
び
元
患
者
は
偏
見
を
持
た
れ
、

差
別
に
あ
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
九
九
六
年
に
は
「
ら

い
予
防
法
」
が
廃
止
さ
れ
、
二
〇
〇

一
年
（
平
成
十
三
年
）
に
裁
判
所
は
、

「
国
の
隔
離
制
作
は
誤
り
で
あ
る
」

と
の
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の

名
誉
回
復
や
、
社
会
生
活
支
援
等
を

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
権
週
間
に
合
わ
せ
た
今
回
の
企

画
で
は
、
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
の
八

重
樫
信
之
氏
の
協
力
に
よ
り
、
ハ
ン

セ
ン
病
回
復
者
の
写
真
展
を
開
催
し

ま
す
。

こ
の
機
会
に
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し

く
理
解
し
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

等
し
く
持
っ
て
い
る
基
本
的
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
を
対
象
に
、
人
権
啓
発
・
擁
護
に

つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ
り
強
い
感
動
・
共
感
を
呼

ぶ
歌
を
募
集
し
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
に
は
、
賞

状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
授
与
、
入
賞
作
品
は
Ｃ
Ｄ
化
し
、

県
内
の
小
中
高
校
に
配
布
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

三和中学校　外間智恵さん馬天小学校　上原早紀さん

鉄かぶと

戦後使用されていたＢ円
（Ｂ型軍票）尋常小学校卒業証書

平成15年度の平和のつどいの様子

・社会復帰した金城幸子さん
（左から２番目）とご家族

金城さんはご主人と子どもから「裁判をやる
なら堂々と名前を出して、信念を持ってやれ」
と励まされ、裁判に立ち向かいました

普天間高校　知念奈峰子さん

作
文
二
百
四
点
の
合
計
千

四
百
五
十
九
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

入
選
作
品
に
つ
い
て

は
、
県
内
四
カ
所
で
開
催

し
た
「
児
童
・
生
徒
の
平

和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」
で
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

詩
の
最
優
秀
賞
作
品
の

う
ち
一
点
は
、
毎
年
、
慰

霊
の
日
の
沖
縄
全
戦
没
者

追
悼
式
で
本
人
に
よ
り
朗

読
さ
れ
る
他
、
入
選
作
品

の
中
に
は
本
に
掲
載
さ
れ

た
り
、歌
詞
に
採
用
さ
れ
、

Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
た
作
品
も
あ

り
ま
す
。

県
内
の
児
童
生
徒
の
み

な
さ
ん
、
あ
な
た
も
沖
縄

か
ら
世
界
に
平
和
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
せ
ん

か
！

平
和
を
愛
す
る
心
を
描
い
た
り
、
あ

る
い
は
文
章
に
す
る
。
そ
う
や
っ
て
生

ま
れ
た
作
品
は
、
世
の
中
に
発
信
さ
れ

る
こ
と
で
多
く
の
人
の
胸
を
打
ち
ま
す
。

こ
の
「
児
童
・
生
徒
の
平
和
メ
ッ
セ

ー
ジ
事
業
」
で
は
、
平
成
十
六
年
度
、

絵
画
五
百
四
十
九
点
、
詩
七
百
六
点
、

子
ど
も
た
ち
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

る
た
め
、
平
和
祈
念
資
料
館
で
は
県
内
の

小
・
中
・
高
等
学
校
や
特
殊
教
育
諸
学
校
か

ら
絵
画
、
作
文
、
詩
を
募
集
し
、
本
島
・
宮

古
・
八
重
山
で
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

●絵画の部・最優秀賞作品

①参加資格：
県出身か、県内在住の中学生以上、または22歳未

満のアマチュアのソロ、ユニットで、音楽事務所に所
属していないこと。
②応募作品：オリジナルの未発表作品に限る
③応募要領：
指定の応募用紙にプロフィールを記入し、写真とデ

モテープ（ＣＤ、ＭＤ、ＶＴＲ、カセットテープいず
れも可）、歌詞を添えて、当館あてに郵送または持参。
④選考日程：
・募集期間　平成16年11月15日（月）から

12月28日（火）（必着）
・１次審査　平成17年１月９日（日）

（デモテープ審査により20組選出）
・２次審査　平成17年１月30日（日）

（生演奏審査により10組選出）
・最終審査　平成17年２月13日（日）

（グランプリ１組、準グランプリ２組、
審査委員特別賞１組選出）

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
沖
縄
の

写
真
や
戦
争
関
連
の
実
物
資
料
な

ど
約
三
百
点
の
資
料
が
、
戦
争
の

実
相
と
平
和
の
意
味
を
あ
な
た
に

語
り
か
け
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
の

で
き
る
平
和
な
世
界
と

未
来
を
願
っ
て
、
一
年

間
に
当
館
に
寄
せ
ら
れ

た
折
り
鶴
に
火
を
と
も

し
、
沖
縄
か
ら
平
和
を

発
進
し
ま
す
。

■期間及び場所　

（平和祈念資料館企画展示室）

平成16年10月１日（金）から12月19日（日）まで

（八重山平和祈念館）

平成17年１月11日（火）から２月27日（日）まで

※どちらも月曜日は休館

■時　間　午前９時から午後５時まで

■入場料　無　料

コンテスト出場者募集要項

●お問い合わせ　沖縄県平和祈念資料館　〒901-0333 糸満市摩文仁614-1
TEL.098-997-3844 FAX.098-997-3947
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最終審査は公開審査です

「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月３日は、「ちゅらさん運動の日」


